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第
１３
回
埼
玉
国
際
創
作 

　
　    

舞
踊
コ
ン
ク
ー
ル
＊
＊
盛
会 

藤
井
　
公 

良
い
流
れ
を
 

 

埼
玉
県
舞
踊
協
会
会
長
　
津
田
郁
子
 

 　
い
つ
し
か
、
住
所
に
区
の
名
称
が
付
き
、
さ
い
た
ま

市
の
各
種
国
際
会
議
場
に
世
界
か
ら
の
お
客
さ
ん
が
姿

を
見
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
埼
玉
国
際
創
作
舞
踊

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
隔
年
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
25
年

来
に
わ
た
り
、
世
界
か
ら
の
参
加
者
を
迎
え
入
れ
て
お

り
ま
す
。
例
年
の
、
夏
の
全
国
舞
踊
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

さ
ら
に
古
く
、
こ
の
40
年
来
の
歴
史
を
持
ち
、
例
年
、

２
０
０
０
人
を
越
え
る
参
加
者
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

埼
玉
県
舞
踊
協
会
は
、
さ
い
た
ま
市
に
本
拠
を
置
き
ま

し
た
が
、
県
外
か
ら
の
会
員
も
多
く
、
観
客
も
県
外
か

ら
多
数
訪
れ
、
い
わ
ば
、
主
催
す
る
企
画
や
公
演
は
、

舞
踊
を
愛
す
る
す
べ
て
の
人
々
に
解
放
さ
れ
て
い
る
と

い
え
ま
す
。
 

　
欧
米
の
舞
踊
団
で
は
、
ダ
ン
サ
ー
の
国
籍
も
多
様
で
、

本
拠
地
の
ダ
ン
サ
ー
が
、
半
数
以
下
の
例
は
沢
山
あ
り

ま
す
。
日
本
で
は
、
ま
だ
、
日
本
人
ダ
ン
サ
ー
主
体
で
、

ゲ
ス
ト
に
国
外
か
ら
の
ス
タ
ー
ダ
ン
サ
ー
を
呼
ぶ
程
度

で
、
団
員
の
構
成
が
、
日
本
人
中
心
と
な
っ
て
い
て
、

こ
れ
は
、
先
進
国
と
し
て
は
、
例
外
的
な
状
況
に
思
い

ま
す
。
 

　
も
ち
ろ
ん
、
プ
ロ
舞
踊
団
が
少
な
い
こ
と
も
あ
る
の

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
日
本
舞
踊
な
ど
の
伝
統
舞
踊
は
、

日
本
人
が
踊
ら
な
い
と
落
ち
着
か
な
い
気
持
も
分
か
る

よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
が
、
相
撲
を
見
る
と
、
も
う

国
粋
主
義
で
は
破
綻
し
て
い
る
し
、
反
面
、
日
本
に
お

け
る
フ
ラ
メ
ン
コ
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
な
ど
、
民
族
の
伝
統
に
根
ざ
し
た
ダ
ン

ス
が
、
爆
発
的
に
人
気
を
集
め
て
い
る
こ
と
も
事
実
で

す
。
 

　
舞
踊
に
は
、
本
来
、
国
境
が
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

バ
レ
エ
も
中
近
東
の
ア
ラ
ベ
ス
ク
の
語
が
使
わ
れ
て
い

る
し
、
フ
ラ
メ
ン
コ
に
は
イ
ン
ド
舞
踊
と
ア
フ
リ
カ
の

リ
ズ
ム
が
見
ら
れ
ま
す
し
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
に
は
、
イ

ン
ド
舞
踊
・
フ
ラ
メ
ン
コ
・
中
南
米
の
武
術
が
反
映
し

て
い
ま
す
し
、
最
近
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
に
は
エ
ア
ロ
ビ
ッ

ク
・
フ
ラ
も
あ
る
よ
う
で
す
。
 

　
大
切
な
こ
と
は
、
舞
踊
に
は
、
「
流
れ
」
が
命
で
、

固
定
し
な
い
要
素
を
絶
え
ず
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
ヨ
ガ
に
お
い
て
は
、
呼
吸
が
重
要
で
、

東
洋
医
学
で
は
、
気
の
流
れ
が
阻
害
さ
れ
る
と
病
気
に

な
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
確
か
に
、
流
れ
を
失
っ
た
水
は

腐
り
、
固
定
し
た
制
度
は
、
人
を
不
幸
に
し
ま
す
。
 

　
幸
い
な
こ
と
に
、
協
会
で
は
、
人
材
に
も
恵
ま
れ
、

経
験
豊
か
な
先
生
方
と
、
若
い
会
員
が
う
ま
く
融
和
し
、

藤
井
公
先
生
の
お
力
で
築
か
れ
た
実
績
の
上
に
、
世
代
、

ジ
ャ
ン
ル
、
地
域
を
乗
り
越
え
た
、
よ
り
良
い
流
れ
を

失
わ
ず
に
、
さ
さ
や
か
で
す
が
、
世
界
に
発
信
・
受
信

す
る
組
織
と
し
て
、
希
望
に
満
ち
た
明
日
に
向
か
っ
て

発
展
さ
せ
て
行
く
様
、
み
ん
な
で
手
を
つ
な
い
で
進
み

た
い
も
の
で
す
。
 

 

舞
踊
評
論
家  

木
村
英
二 

 

　
国
際
創
作
コ
ン
も
13
回
を
迎
え
た
。
第
１
回
の
１
９

８
２
年
か
ら
長
続
き
し
て
い
る
わ
け
で
、
関
係
各
位
の

努
力
に
対
し
て
は
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
。 

　
過
去
12
回
で
、
日
本
が
１
位
に
な
っ
た
の
は
半
分
の

６
回
。
と
い
っ
て
も
、
近
い
過
去
５
年
だ
け
を
取
れ
ば
、

日
本
は
１
回
に
す
ぎ
な
い
。
今
回
も
１
位
は
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
、
２
位
は
韓
国
と
、
上
位
を
外
国
勢
に
占
め
ら
れ
、

３
位
が
よ
う
や
く
高
瀬
譜
希
子
だ
っ
た
。
こ
の
順
位
通

り
に
採
点
し
た
の
は
審
査
員
中
、
私
１
人
だ
け
な
の
で
、

く
す
ぐ
っ
た
い
気
分
だ
が
、
誰
の
目
に
も
日
本
は
や
や

劣
勢
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。 

　
協
会
系
列
の
人
で
は
、
実
質
５
位
で
特
別
賞
の
江
積

志
織
『
青
い
月
』
が
よ
い
と
思
っ
た
。 

実
際
こ
れ
を
１
位
に
推
し
た
評
論
家
の
方
も
１
人
い
た
。

私
は
知
ら
な
か
っ
た
が
、
東
京
新
聞
コ
ン
の
創
作
部
門

で
、
03
、
04
年
と
２
年
続
け
て
２
位
に
入
っ
た
実
績
の

持
ち
主
。
「
人
工
の
光
が
全
く
な
い
月
明
か
り
だ
け
の

世
界
に
い
る
と
、
夢
が
香
り
始
め
る
」
と
い
う
の
が
作

意
で
、
深
沈
と
し
た
虫
の
声
だ
け
が
聞
こ
え
る
時
間
が

粛
然
と
長
く
続
い
た
後
、
夢
を
求
め
る
よ
う
に
腹
這
い

の
ま
ま
空
を
見
上
げ
て
終
わ
っ
た
。
動
き
が
多
少
単
調

で
損
し
た
み
た
い
だ
が
、
日
本
人
な
ら
分
か
る
世
界
の

素
直
な
表
現
。
私
が
昭
和
40
年
代
に
浦
和
市
に
引
っ
越

し
て
き
た
当
時
は
、
駅
か
ら
自
宅
ま
で
の
間
、
秋
は
虫

の
声
の
氾
濫
で
っ
た
。
そ
れ
が
今
は
、
樹
上
生
活
者
な

の
で
都
会
に
は
住
み
や
す
い
は
ず
の
ア
オ
マ
ツ
ム
シ
で

す
ら
、
気
息
奄
々
で
、
あ
ま
り
聞
か
な
く
な
っ
た
。
「
失

わ
れ
た
時
を
求
め
て
」
の
寂
寥
感
と
も
重
な
る
。
原
島

マ
ヤ
の
『
涙
〜
誰
か
に
会
い
た
く
て
』
は
奨
励
賞
に
終

わ
っ
た
が
、
小
道
具
に
頼
っ
て
、
踊
り
で
の
訴
求
力
に

は
欠
け
た
ふ
う
だ
。
も
っ
と
「
踊
り
に
向
い
た
素
材
」

で
勝
負
で
き
な
か
っ
た
も
の
か
。
実
力
は
充
分
あ
る
の

だ
か
ら
。 

　
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
応
募
状
況
は
総
計
50
作
品
で
、
う

ち
国
内
か
ら
は
22
、
外
国
か
ら
28
と
い
う
。
外
国
か
ら

の
参
加
に
は
た
し
か
旅
費
が
出
な
い
と
聞
い
て
い
る
が
、

そ
れ
な
ら
ば
国
内
か
ら
の
応
募
は
外
国
か
ら
の
何
倍
、

十
何
倍
あ
っ
て
も
然
る
べ
き
で
な
い
か
。
そ
れ
が
外
国

よ
り
少
な
い
、
と
い
う
の
は
大
問
題
で
、原
因
は
よ
く

よ
く
検
討
に
値
い
す
る
。 

　
昔
は
日
本
の
１
位
が
多
か
っ
た
。
第
４
回
で
１
位
を

と
り
、
今
は
審
査
員
を
な
さ
っ
て
い
る
松
崎
す
み
子
先

生
の
よ
う
な
方
の
参
加
も
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
書
く
こ

と
は
、
私
と
し
て
は
、
と
て
も
と
て
も
言
い
に
く
い
こ

と
だ
が
、
協
会
報
な
の
で
敢
え
て
申
し
上
げ
る
。
日
本

か
ら
の
参
加
は
、
埼
玉
の
コ
ン
ク
ー
ル
だ
か
ら
県
下
、

門
下
か
ら
の
参
加
が
多
い
の
は
自
然
の
成
り
ゆ
き
だ
ろ

う
が
、
あ
ま
り
目
に
付
く
よ
う
に
な
る
と
「
外
部
に
ロ

ー
カ
ル
な
コ
ン
ク
ー
ル
と
い
う
印
象
」
を
与
え
や
す
い
。

埼
玉
県
勢
、
協
会
勢
の
参
加
ば
か
り
、
入
賞
ば
か
り
目

立
つ
と
、
目
先
的
に
は
喜
ば
し
い
事
か
も
し
れ
な
い
が
、

長
い
目
で
見
る
と
、
一
概
に
喜
ん
で
ば
か
り
い
ら
れ
な

い
。
「
風
評
被
害
」
も
あ
っ
て
、
そ
う
で
な
い
日
本
勢

は
ま
す
ま
す
参
加
を
見
合
わ
せ
る
。
初
め
か
ら
決
選
残

留
さ
え
見
込
み
薄
な
ら
誰
も
応
募
し
た
く
な
く
な
る
理

屈
だ
。
全
国
区
に
す
る
た
め
の
反
省
と
工
夫
が
大
事
で

な
か
ろ
う
か
。 

 

　
舞
踊
評
論
家  

立
木
　
子 

 

　
隔
年
で
開
催
さ
れ
て
き
た
埼
玉
国
際
創
作
舞
踊
コ
ン
ク
ー

ル
は
、
今
回
で
第
13
回
目
を
迎
え
た
。
２
０
０
５
年
１
月
29

日
に
行
わ
れ
た
決
勝
大
会
で
は
、
日
本
を
含
め
総
計
９
名
の

フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
が
作
品
を
競
っ
た
。
海
外
か
ら
の
作
品
で

は
、
応
募
作
品
全
28
作
品
を
ビ
デ
オ
審
査
し
、
国
内
作
品
は
、

16
作
品
か
ら
予
選
に
よ
る
審
査
選
考
が
行
わ
れ
た
結
果
で
あ

る
。
う
ち
、
事
情
に
よ
り
ド
イ
ツ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
の
参

加
者
は
、
棄
権
と
な
り
10
名
の
と
こ
ろ
９
名
の
作
品
に
つ
い

て
公
開
審
査
が
行
わ
れ
た
。
選
考
に
は
、
国
内
の
舞
踊
家
、

舞
踊
評
論
家
11
名
と
韓
国
、
中
国
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
海
外

か
ら
各
一
名
、
全
14
名
の
委
員
が
あ
た
っ
た
。 

　
結
果
は
、
上
位
に
つ
い
て
は
、
作
品
の
完
成
度
、
現
代
の

ダ
ン
ス
表
現
と
し
て
の
魅
力
な
ど
か
ら
、
か
な
り
明
白
な
選

考
と
な
っ
た
。 

　
ま
ず
、
第
一
位
に
選
ば
れ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
作
品
『Red-

letter Days

』
が
群
を
抜
い
て
い
い
。
題
名
は
、
祝
祭
日
を
意

味
す
る
よ
う
だ
が
、
舞
台
中
央
に
大
き
な
テ
ー
ブ
ル
が
置
か

れ
、
パ
ー
テ
ィ
へ
集
う
若
い
男
女
の
日
常
的
な
情
景
が
描
か

れ
る
。
変
哲
の
な
い
設
定
だ
が
、
振
付
者
を
含
め
男
性
２
人
、

女
性
３
人
で
展
開
さ
れ
る
ソ
ロ
、
デ
ュ
オ
、
ト
リ
オ
な
ど
に

よ
る
構
成
に
無
駄
が
な
く
、
空
間
の
使
い
方
も
う
ま
い
。
振

付
も
動
き
に
強
度
が
あ
り
、
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・
ダ
ン
ス

の
見
慣
れ
た
語
彙
の
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
日
常
の
所
作
を

巧
み
に
取
り
入
れ
た
動
き
は
、
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
る
ほ
ど
新

鮮
で
あ
る
。
振
付
の
イ
ェ
ン
ニ
・
キ
ヴ
ェ
ラ
は
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
新
進
気
鋭
。
音
楽
や
照
明
の
使
い
方
も
よ
く
、
確
か

な
構
成
力
が
光
る
完
成
度
の
高
い
作
品
で
あ
る
。
ソ
ロ
だ
け

で
独
自
の
世
界
を
創
っ
た
カ
ト
リ
・
ソ
イ
ニ
ら
ダ
ン
サ
ー
の

貢
献
も
大
き
い
。
第
二
位
に
選
ば
れ
た
韓
国
の
作
品
「Evolution

」

(

シ
ン  

ジ
ョ
ン  

チ
ョ
ル
振
付)

は
、
群
舞
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

魅
力
だ
。
題
名
ど
お
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
進
化
し
、
自
己
中
心

的
と
な
る
と
い
う
テ
ー
マ
で
現
代
文
明
を
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な

視
線
で
描
か
れ
て
い
る
。
力
量
の
あ
る
踊
り
手
を
存
分
に
踊

ら
せ
、
パ
ワ
フ
ル
な
舞
台
を
創
っ
た
。
た
だ
、
テ
ー
マ
に
沿

い
す
ぎ
て
、
表
現
が
描
写
に
過
ぎ
た
き
ら
い
が
あ
る
の
は
惜

し
い
。 

　
第
三
位
に
選
ば
れ
た
高
橋
譜
希
子
作
『
５
時
の
庭
』
は
、

人
間
の
欺
瞞
性
を
抉
り
出
す
演
劇
的
な
作
品
。
少
女
（
高
瀬
）
、

牧
師
、
母
と
い
っ
た
登
場
人
物
の
間
に
濃
密
な
関
係
性
が
浮

か
び
上
が
る
。
聖
職
に
あ
る
牧
師
の
二
面
性
と
、
仮
面
の
よ

う
な
表
情
で
終
始
演
技
す
る
年
上
の
女
、
純
真
さ
と
絶
望
か

ら
の
慟
哭
の
幅
を
弾
け
る
よ
う
な
踊
り
で
見
せ
る
高
瀬
、
そ

れ
ぞ
れ
の
演
者
の
個
性
は
光
る
が
、
説
明
的
な
こ
と
も
含
め
、

ダ
ン
ス
表
現
と
し
て
は
、
さ
ら
に
工
夫
が
欲
し
い
。 

　
ほ
か
に
、
特
別
賞
が
ふ
た
り
選
ば
れ
た
。
ひ
と
つ
は
、
中

国
の
出
品
作
「
三
人
之
行
」
（
張
玉
照
振
付
）
。
３
人
の
男

性
が
、
人
生
の
道
程
を
ど
う
生
き
る
か
を
描
く
。
内
面
へ
向

か
う
筆
致
、
踊
り
の
勢
い
に
優
れ
て
い
る
が
、
表
現
の
新
鮮

さ
に
欠
け
た
。 

　
も
う
一
点
の
特
別
賞
は
、
日
本
の
若
手
、
江
積
志
織
の
「
青

い
月
」
。
月
光
の
な
か
の
夜
の
生
物
、
昆
虫
た
ち
と
思
わ
れ

る
視
点
か
ら
動
き
を
立
ち
上
げ
、
愛
ら
し
く
ユ
ニ
ー
ク
な
ダ

ン
ス
を
構
成
し
て
い
る
。
微
細
な
も
の
を
凝
視
し
つ
つ
人
間

と
い
う
生
き
物
を
含
む
宇
宙
と
い
う
存
在
ま
で
見
る
も
の
の

想
像
力
を
刺
激
す
る
作
品
。
表
現
は
ま
だ
幼
い
が
今
後
を
見

守
り
た
い
。 

　
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
２
点
ほ
ど
今
後
を
期
待
さ
せ
る
収
穫

が
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
、
大
賞
に
輝
い
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
作
品

を
は
じ
め
と
し
て
、
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
と
い
う
特
徴
を
押
し
出

し
て
い
け
る
作
品
の
水
準
が
維
持
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
予
選
を
経
て
決
選
に
臨
ん
だ
国
内
作
品
、
た
と

え
ば
奨
励
賞
の
中
野
ち
ぐ
さ
「True W

ords

」
な
ど
が
、
こ
の

間
に
さ
ら
に
磨
か
れ
、
作
品
と
し
て
大
き
な
成
長
を
感
じ
さ
せ

た
こ
と
で
あ
る
。
単
に
優
劣
を
競
う
だ
け
で
な
く
、
コ
ン
ク
ー

ル
の
場
が
作
家
の
刺
激
と
な
り
、
さ
ら
な
る
飛
躍
へ
と
努
力
を

促
す
こ
と
に
な
れ
ば
、
意
義
は
大
き
い
。
国
際
的
な
創
作
舞
踊

コ
ン
ク
ー
ル
と
し
て
意
欲
的
に
そ
の
役
割
を
模
索
し
、
さ
ら
な

る
発
展
を
遂
げ
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。 

評 評 

    　
１
９
８
２
年
１
月
に
第
１
回
を
開
催
隔
年
ご
と
に
実

施
、
県
民
舞
踊
文
化
の
普
及
発
展
に
努
力
し
て
来
ま
し

た
。
ま
た
入
賞
者
の
中
に
は
舞
踊
界
で
活
躍
　
次
代
の

舞
踊
家
育
成
に
も
発
展
し
今
日
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。
 

　
さ
て
　
埼
玉
県
舞
踊
協
会
・
（
財
）
埼
玉
県
芸
術
文

化
振
興
財
団
と
の
共
催
で
、
２
年
ご
と
開
催
し
て
き
た

第
13
回
埼
玉
国
際
創
作
舞
踊
コ
ン
ク
ー
ル
決
選
大
会
、

並
び
に
披
露
公
演
を
１
月
29
日
（
土
）
、
30
日
（
日
）

彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
無
事

終
了
致
し
ま
し
た
の
で
、
入
賞
の
結
果
を
左
記
の
様
に

報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
 

 

●
一
位
　
キ
ヴ
ェ
ラ 

イ
ェ
ン
ニ 

作
品
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
） 

　
　
「
Ｒ
ｅ
ｄ
‐
Ｌ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
　
Ｄ
ａ
ｙ
ｓ
」 

●
二
位
　
シ
ン  

ジ
ョ
ン  

チ
ョ
ル 

作
品
（
韓
国
） 

　
　
「
Ｅ
ｖ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」 

●
三
位
　
高
瀬 

譜
希
子 

作
品
（
日
本
） 

　
　
「
５
時
の
庭
」 

●
特
別
賞
　
チ
ャ
ン 

ユ
ウ
チ
ャ
オ 

作
品
（
中
国
） 

　
　
「
三
人
之
行
」 

●
特
別
賞
　
江
積 

志
織 

作
品
（
日
本
） 

　
　
「
青
い
月
」 

●
奨
励
賞
　
中
野 

ち
ぐ
さ 

作
品 

　
　
「
Ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
　
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
ｓ
」 

●
奨
励
賞
　
小
島 

崇
行
　
作
品 

　
　
「
夢
追
い
―
３
つ
の
影
―
」 

●
奨
励
賞
　
リ
ナ 

マ
リ
ア 

ヴ
ェ
ネ
ガ
ス
　
作
品 

　
　
「
Ｕ
ｒ
ｂ
ａ
ｎ
　
Ｊ
ｕ
ｎ
ｇ
ｌ
ｅ
」 

●
奨
励
賞
　
原
島 

マ
ヤ
　
作
品 

　
　
「
涙
〜
誰
か
に
会
い
た
く
て
」 

尚
　
応
募
状
況
　
国
内
22
作
品
、
海
外
28
作
品
　
計
50

作
品
。
ま
た
参
加
国
＝
韓
国
、
中
国
、
ド
イ
ツ
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、

日
本
の
12
ヶ
国 

審
査
員
＝
〔
舞
踊
家
〕
ア
キ
コ 

カ
ン
ダ
、
折
田 

克
子
、

佐
多 

達
枝
、
藤
井 

公
、
松
崎 

す
み
子
、
若
松 

美
黄

〔
舞
踊
評
論
家
〕
う
ら
わ
　
ま
こ
と
、
木
村 

英
二
、

立
木 

　
子
、
藤
井 

修
治
、
山
野 

博
大 

〔
海
外
審
査
員
〕
李 

毓
珊
（
中
国
）、
朴 

明
淑
（
韓
国
）、

A
uli Rasanen

（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
） 

「
第
13
回
埼
玉
国
際
創
作
コ
ン
ク
ー
ル
を
審
査
し
て
」 

    

島
村
睦
美
バ
レ
エ
研
究
所
第
15
回
発
表
会 

２
０
０
５
年
　
４
／
17（
日
）　
1
6
：
０
０
 

さ
い
た
ま
市
民
会
館
お
お
み
や
大
ホ
ー
ル
　 

【
お
問
合
せ
】０
４
８（
６
４
１
）６
５
７
５  

島
村
睦
美 

窪
内
絹
子
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
研
究
所
　
生
徒
発
表
会 

２
０
０
５
年
　
４
／
24（
日
）　
１
６
：
３
０
 

川
口
リ
リ
ア
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
　 

【
お
問
合
せ
】０
４
８（
２
５
５
）６
４
４
７  

窪
内
絹
子 

 

佐
多
達
枝
・
河
内
昭
和
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
47
回
発
表
会 

２
０
０
５
年
　
４
／
24（
日
）　
１
７
：
０
０
 

な
か
の
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
大
ホ
ー
ル
　 

【
お
問
合
せ
】０
３（
３
３
６
８
）４
３
８
５  

佐
多
達
枝 

山
路
瑠
美
子
バ
レ
エ
研
究
所
発
表
会 

２
０
０
５
年
　
４
／
29（
金
祝
）　
　
 

芝
公
園
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
　 

【
お
問
合
せ
】０
３（
３
４
６
９
）１
４
６
８  

山
路
バ
レ
エ 

マ
リ
エ
バ
レ
エ
発
表
会
＆
ベ
ト
ナ
ム
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
２
０
０
５ 

２
０
０
５
年
　
４
／
29（
金
祝
）　
１
６
：
３
０
 

川
口
リ
リ
ア
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
　 

【
お
問
合
せ
】０
４
８（
２
２
２
）１
５
３
５ 

矢
嶋
麻
律
絵 

 

第
51
回 

津
田
・
若
松
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
研
究
所 

生
徒
発
表
会 

２
０
０
５
年
　
５
／
１（
日
）　
１
３
：
０
０
・
１
７
：
３
０
 

彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場 

大
ホ
ー
ル
　 

【
お
問
合
せ
】０
４
８（
８
５
３
）９
４
１
０ 

津
田
・
若
松
舞
踊
研
究
所 

由
井
カ
ナ
コ
バ
レ
エ
研
究
所
第
43
回
発
表
会 

２
０
０
５
年
　
５
／
１（
日
）　
１
６
：
０
０
 

さ
い
た
ま
市
民
会
館
お
お
み
や
大
ホ
ー
ル
　 

【
お
問
合
せ
】０
４
８（
６
６
３
）１
３
８
８  

由
井
カ
ナ
コ
バ
レ
エ
研
究
所 

 

す
ゞ
き
さ
よ
こ
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
教
室 

25
周
年 

第
16
回
発
表
会 

２
０
０
５
年
　
５
／
８（
日
）　
１
４
：
３
０
 

東
松
山
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
　 

【
お
問
合
せ
】０
４
９（
２
８
５
）３
１
９
８  

す
ゞ
き
さ
よ
こ 

第
23
回
　
大
岩
静
江
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
発
表
会 

２
０
０
５
年
　
５
／
29（
日
）　
１
６
：
０
０
 

川
口
リ
リ
ア
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
　 

【
お
問
合
せ
】０
４
８（
２
８
３
）９
５
８
７  

大
岩
静
江 

中
村
友
美
・
上
田
仁
美
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
教
室
　
第
32
回
発
表
会 

２
０
０
５
年
　
６
／
19（
日
）　
１
３
：
３
０
 

春
日
部
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
　 

【
お
問
合
せ
】０
４
８（
７
３
４
）５
０
０
４  

中
村
友
美 

 

ポ
ピ
ッ
ト
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
発
表
会 

２
０
０
５
年
　
６
／
19（
日
）　
１
３
：
３
０
 

ク
レ
ア
こ
う
の
す
　 

【
お
問
合
せ
】０
４
８（
５
４
１
）５
４
４
６  

坪
倉
直
子 

山
本
教
子
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
30
周
年
記
念
　
第
14
回
発
表
会 

２
０
０
５
年
　
７
／
２（
土
）　
１
６
：
３
０
 

さ
い
た
ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
　 

【
お
問
合
せ
】０
４
８（
８
５
２
）３
５
１
７  

山
本
教
子 

２
０
０
５
佐
多
達
枝
バ
レ
エ
公
演 

２
０
０
５
年
　
７
／
７（
木
）・
８（
金
）　
１
９
：
３
０
 

　
　
　
　
　
　
　
　
９（
土
） 
１
４
：
３
０
・
１
８
：
３
０
 

俳
優
座
劇
場
　 

【
お
問
合
せ
】０
３（
３
３
６
８
）４
３
８
５  

佐
多
達
枝 

第
５
回 

伊
藤
京
子
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
定
期
発
表
会 

２
０
０
５
年
　
７
／
18（
月
・
祝
）　
１
7
：
0
０
 

和
光
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン
ア
ゼ
リ
ア
大
ホ
ー
ル
　 

【
お
問
合
せ
】０
４
９（
２
３
３
）６
２
４
４  

伊
藤
京
子 

文
月
玲
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
セ
カ
ン
ド
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」 

２
０
０
５
年
　
９
／
11（
日
）　
１
８
：
０
０
 

熊
谷
市
文
化
創
造
館
　
さ
く
ら
め
い
と
　 

【
お
問
合
せ
】０
４
８（
５
２
７
）５
４
４
５  

文
月
玲
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ 

ア
キ
コ
・
カ
ン
ダ
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
公
演「
彼
方
へ
」〜
め
ぐ
り
あ
う
七
つ
の
風
景
〜 

２
０
０
５
年
　
９
／
16（
金
）　
１
９
：
０
０
 

　
　
　
　
　
　
９
／
17（
土
）　
１
５
：
０
０
・
１
９
：
０
０
 

　
　
　
　
　
　
９
／
18（
日
）　
１
５
：
０
０
 

青
山
円
形
劇
場
　 

【
お
問
合
せ
】０
４
８（
６
４
５
）６
５
５
１  

ア
キ
コ
・
カ
ン
ダ
事
務
所 

日
本
バ
レ
エ
協
会
関
東
支
部
埼
玉
ブ
ロ
ッ
ク  

第
18
回
バ
レ
エ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー 

２
０
０
５
年
　
９
／
18（
日
） 

さ
い
た
ま
市
民
会
館
お
お
み
や 

大
ホ
ー
ル
　 

【
お
問
合
せ
】０
４
８（
５
２
２
）７
６
７
３  

埼
玉
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
局 

有料 有料 有料 整理券あり 有料 有料 有料 

協
会
員
催
し
物
ご
案
内 

４
月
〜
　
　 

９
月 

２
０
０
５
年
 

２
０
０
５
年
 

第
１３
回
埼
玉
国
際
創
作
舞
踊
コ
ン
ク
ー
ル 



2005.4.10（日） NO.19埼玉県舞踊協会ニュース S・D・A・NEWS

埼玉県舞踊協会ホームページ http://www.kk-video.co.jp にアクセスしメニューの「舞踊協会」の項目よりお入り下さい。 

山本教子バレエスタジオ 

撮影／友廣 賢一〈スタッフ・テス㈱〉 

撮影／塚田 洋一 

大岩静江バレエスタジオ 

中村友美・上田仁美モダンバレエ教室 

◎
編
集
後
記 

埼
玉
県
舞
踊
協
会
の
事
務
局
を
、
開
設
、
す
こ
し
づ

つ
新
し
い
企
画
に
も
、
役
員
み
ん
な
で
挑
戦
し
て
お

り
ま
す
。 

協
会
員
の
方
々
も
ぜ
ひ
い
ろ
い
ろ
な
企
画
に
、
ご
協

力
、
ご
参
加
下
さ
い
。 

協
会
員
の
先
生
方
よ
り
、
事
務
所
へ
の
備
品
、
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
事
、
こ
の
紙
面
を
借
り
て
ご
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

広
報
部
・
山
本
教
子 

 

　
理
事
会
で
、
藤
井

前
会
長
か
ら
提
案
の

あ
っ
た
「
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
参
加
作
品
の

中
か
ら
子
供
作
品
を

お
願
い
し
て
み
て
は

ど
う
か
」
と
云
う
意

見
が
採
択
さ
れ
、
応

募
作
品
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
山
本
教
子
、

中
村
友
美
・
上
田
仁
美
、

大
岩
静
江
作
品
に
、

時
間
短
縮
を
お
願
い

し
て
今
回
の
上
演
が

き
ま
り
ま
し
た
。
上

演
の
三
作
品
と
も
、

振
付
・
構
成
が
熟
考

さ
れ
て
お
り
、
練
習

を
積
ん
で
下
さ
っ
た

事
で
、
一
般
の
大
人

も
子
供
も
、
専
門
家
も

共
に
楽
し
め
る
高
い
水

準
の
披
露
作
品
と
な
り

ま
し
た
。
私
も
津
田
会

長
と
共
に
、
本
番
は
観

客
の
一
人
と
し
て
拍
手

を
送
り
な
が
ら
、
頭
が

下
が
り
ま
し
た
。
私
が

個
人
的
に
特
に
印
象
深

く
感
じ
た
事
は
、
「
Ｍ

Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
」
作

品
で
は
、
モ
ー
ニ
ン
グ

で
踊
っ
た
男
役
の
女
性

達
の
、
新
風
を
感
じ
る

ス
テ
ッ
プ
が
、
浮
き
上
が
っ
て
し
ま
う
事
な
く
、
し

っ
か
り
し
た
構
成
の
調
和
の
中
で
、
作
品
そ
の
も
の

に
新
鮮
さ
を
感
じ
る
様
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
た
事
。

「
ま
っ
す
ぐ
に
つ
い
て
」
作
品
は
、
何
の
て
ら
い
も

無
く
、
素
直
な
子
供
ら
し
さ
を
、
そ
の
ま
ま
作
品
の

芯
に
据
え
て
い
た
事
が
、
観
客
の
気
持
を
ほ
ぐ
し
、

微
笑
み
で
拝
見
出
来
る
素
敵
な
時
を
い
た
だ
け
た
事
。

「
祭
り
」
作
品
で
は
、
押
し
つ
け
の
ア
ク
シ
ョ
ン
に

陥
る
事
な
く
、
あ
く
ま
で
も
、
元
気
よ
く
ス
テ
ッ
プ

を
踏
む
子
供
た
ち
の
出
入
り
の
積
み
重
ね
で
、
見
事

に
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
、
さ
わ
や
か
な
高
ま
り
で
公

演
の
最
後
を
締
め
く
く
っ
て
下
さ
っ
た
事
等
で
す
。

三
作
品
共
、
舞
台
で

一
人
の
落
ち
こ
ぼ
れ

も
出
さ
ず
に
、
ゆ
き

と
ど
い
た
指
導
が
成

さ
れ
て
い
た
事
で
、

作
品
を
昇
華
す
る
事

が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
好
企
画
を
嬉

し
く
思
う
と
共
に
、

助
手
の
方
々
を
含
め

た
担
当
の
皆
様
に
、

心
か
ら
感
謝
の
気
持

を
捧
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。
又
、
来
日
海

外
審
査
員
か
ら
も
「
子

供
作
品
も
楽
し
み
ま

し
た
」
と
云
う
コ
メ

ン
ト
を
頂
き
ま
し
た

の
で
、
ス
ペ
ー
ス
を

お
貸
り
し
て
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

埼 

玉
・
第
３８
回

「
Ｂ
・
Ｍ
・
Ｆ
」

盛
大
に
二
日
間
に

二
十
一
の
力
作
を

上
演 

 

舞
踊
評
論
家 

寺
村
　
敏 

 

　
「
伸
び
ゆ
く
彩
の
国
さ
い
た
ま
の
子
供
た
ち
に
よ
る

第
38
回
バ
レ
エ
・
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
二
〇
〇
五
年
三
月
五
日
と
六
日
に
川
口
リ
リ
ア
メ
イ

ン
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
両
日
と
も
第
37
回
埼
玉
全

国
舞
踊
コ
ン
ク
ー
ル
上
位
入
賞
者
の
披
露
に
引
き
続
き
、

五
日
に
九
団
体
、
六
日
に
十
二
団
体
の
意
欲
作
が
上
演

さ
れ
た
。 

☆ 

　
初
日
は
山
路
瑠
美
子
バ
レ
エ
研
究
所
『
白
の
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
』
（
構
成
・
振
付
＝
黒
澤
明
子
・
山
本
み
さ
）

で
幕
を
開
け
た
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
曲
を
使
っ
て
軽
快

で
爽
や
か
に
踊
る
様
子
は
「
純
白
の
春
」
を
感
じ
さ
せ

晴
れ
や
か
な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
な
っ
た
。
少
年
二
人
が

印
象
に
残
っ
た
。
★
中
村
友
美
・
上
田
仁
美
モ
ダ
ン
バ

レ
エ
『
碧
風
の
海
原
』
（
演
出
＝
中
村
友
美
、
構
成
・

振
付
＝
上
田
仁
美
）
も
「
春
」
を
感
じ
さ
せ
た
。
海
を

背
景
に
白
い
少
女
た
ち
が
緩
や
か
な
流
れ
と
な
り
„
海

中
の
命
“
が
登
場
し
て
「
生
命
」
を
印
象
づ
け
る
。
パ

ス
テ
ル
カ
ラ
ー
の
衣
装
組
の
群
舞
が
弾
ん
で
躍
動
的
。

観
客
に
元
気
を
与
え
た
。
★
カ
ヨ
・
イ
チ
カ
ワ
・
ダ
ン

ス
ス
タ
ジ
オ
『
春
の
祭
典
・
第
１
部
・
大
地
礼
讃
』
（
構

成
＝
市
川
華
代
）
は
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
曲
を
使

っ
た
作
品
。
群
舞
は
「
豊
穣
」
と
い
う
音
楽
の
テ
ー
マ

よ
り
「
命
の
胎
動
」
を
感
じ
さ
せ
て
知
性
あ
ふ
れ
る
構

成
が
な
か
な
か
。
「
生
命
賛
歌
」
と
し
て
今
ひ
と
つ
「
力

強
さ
」
が
ほ
し
い
気
が
し
た
。
出
演
者
全
員
で
振
付
を

担
当
と
い
う
手
法
は
試
み
と
し
て
興
味
深
い
が
… 
 

　
★
藤
井
公
・
藤
井
利
子
・
高
野
尚
美
舞
踊
研
究
所
『
朝

の
リ
レ
ー
』
（
構
成
・
振
付
＝
藤
井
利
子
・
高
野
尚
美
）

は
『
金
と
銀
』
の
明
な
施
律
に
乗
せ
て
少
女
た
ち
の
„
早

春
の
朝
の
風
景
“
を
描
く
。
ス
キ
ッ
プ
、
跳
躍
な
ど
時

に
軽
快
に
時
に
ゆ
っ
た
り
と
踊
る
様
子
は
ナ
チ
ュ
ラ
ル

で
す
が
す
が
し
か
っ
た
。
★
吉
田
久
木
子
モ
ダ
ン
バ
レ

エ
研
究
所
『
明
日
へ
』
（
構
成
・
振
付
＝
吉
田
久
木
子
）

は
「
静
・
平
穏
」
を
感
じ
さ
せ
る
「
白
組
」
と
「
動
・

不
安
」
を
感
じ
さ
せ
る
「
黒
組
」
を
対
比
さ
せ
「
安
ら

ぎ
の
あ
る
明
日
」
へ
の
願
い
を
込
め
た
作
品
に
仕
上
げ

て
い
た
。
★
山
中
有
子
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
は
二

作
品
構
成
（
構
成
・
振
付
＝
山
中
有
子
、
振
付
＝
福
田

晶
子
・
秋
山
瑞
歩
）
。
前
半
『
森
の
魔
女
祭
』
は
黄
色

い
満
月
の
下
で
魔
女
た
ち
が
タ
ン
ゴ
の
旋
律
に
乗
っ
て

踊
る
様
子
が
楽
し
い
。
後
半
『
忍
者
　
た
だ
今
　
修
行

中
で
ご
ざ
る
！
』
は
ジ
ャ
ズ
系
の
振
付
も
あ
っ
て
軽
快

で
あ
っ
た
。
共
に
軽
妙
な
発
想
で
あ
っ
た
。 

　
★
深
田
・
島
村
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
『
「
コ
ッ
ペ
リ
ア
」

よ
り
』
（
構
成
・
振
付
＝
島
村
二
三
枝
）
は
全
幕
か
ら

一
幕
を
抜
粋
。
ベ
レ
ー
帽
姿
の
フ
ラ
ン
ツ
を
登
場
さ
せ

「
蝶
を
捕
ま
え
る
」
と
い
う
寸
劇
を
入
れ
た
後
に
「
チ

ャ
ル
ダ
ッ
シ
ュ
」
と
「
マ
ズ
ル
カ
」
を
見
せ
る
。
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
民
族
衣
装
が
お
洒
落
で
踊
り
は
愛
ら
し
く
明

る
か
っ
た
。
★
川
名
今
朝
美
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ

『
大
地
の
唄
』
（
構
成
・
振
付
＝
川
名
今
朝
美
）
が
秀

作
で
あ
る
。
ま
ず
「
生
命
の
息
吹
」
を
感
じ
さ
せ
る
少

女
た
ち
が
「
不
安
」
役
の
„
黒
組
“
に
襲
わ
れ
る
が
「
光
」

（
少
女
二
人
が
好
演
）
が
登
場
す
る
と
退
散
、
森
・
木
々

に
平
和
が
戻
る
と
い
う
展
開
。
年
長
・
年
少
組
と
も
踊

り
は
手
堅
く
「
自
然
・
生
命
賛
歌
」
と
な
っ
た
。
★
窪

内
絹
子
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
研
究
所
『
風
よ
夢
を
運
べ
』
（
構

成
・
振
付
＝
窪
内
絹
子
）
は
元
気
一
杯
の
群
舞
。
音
楽

に
触
発
さ
れ
て
振
付
け
た
の
だ
ろ
う
。
踊
り
手
た
ち
は

曲
に
乗
っ
て
力
強
く
踊
る
。
「
手
を
床
に
片
脚
を
高
く

掲
げ
る
」
な
ど
の
動
き
で
全
員
が
「
夢
運
搬
人
」
と
な

っ
て
初
日
を
締
め
く
く
っ
た
。 

☆ 

二
日
目
の
開
幕
は
和
泉
伽
甫
留
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
の
秀

作
『
ハ
ッ
ピ
ー
・
ホ
リ
デ
ー
』
（
構
成
・
振
付
―
和
泉

伽
甫
留
）
。
誕
生
日
を
迎
え
た
〔
少
女
〕
（
小
島
楓
）

を
進
行
役
に
、
ま
ず
〔
友
人
た
ち
〕
が
生
ク
リ
ー
ム
を

ホ
イ
ッ
プ
す
る
群
舞
を
見
せ
、
続
い
て
〔
砂
糖
の
糖
〕

と
〔
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
の
精
〕
を
登
場
さ
せ
る
。
全
員
が

溶
け
合
っ
て
愛
ら
し
く
、
明
る
く
夢
い
っ
ぱ
い
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
に
な
っ
た
。
★
山
崎
麻
矢
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
ス

タ
ジ
オ
『
Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
―
私
達
の
旅
―
』
（
構
成
・
振
付

＝
山
崎
麻
矢
）
は
踊
り
手
た
ち
が
ふ
わ
ぁ
り
と
舞
う
。

鳥
の
よ
う
に
…
風
の
よ
う
に
…
と
い
う
作
者
の
感
性
が

素
敵
で
あ
る
。
★
佐
藤
バ
レ
エ
『
「
パ
キ
ー
タ
」
よ
り

マ
ズ
ル
カ
』
（
構
成
・
振
付
＝
佐
藤
良
寛
）
は
Ｍ
・
プ

テ
ィ
パ
振
付
の
恋
愛
劇
か
ら
舞
踏
会
で
子
供
た
ち
が
踊

る
群
舞
を
抜
粋
改
訂
し
た
。
橙
黄
色
の
衣
装
が
明
る
く

〔
整
列
行
進
〕
の
後
に
〔
Ｘ
型
〕
〔
◎
型
〕
な
ど
を
形

成
す
る
群
舞
が
軽
妙
だ
っ
た
。 

★
和
加
枝
舞
踊
研
究
所
『
私
の
ボ
レ
ロ
』
（
構
成
・
振

付
＝
小
林
和
加
枝
）
は
、
Ｍ
・
ラ
ベ
ル
の
曲
を
使
っ
た

創
作
。
「
愛
」
を
象
徴
す
る
「
赤
い
薔
薇
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
、
白
い
シ
ャ
ツ
に
黒
い
パ
ン
ツ
と
い
う
お
し
ゃ

れ
な
衣
装
組
と
黒
い
ド
レ
ス
組
が
融
和
し
て
淡
々
と
力

強
い
群
舞
を
披
露
し
た
。
★
バ
レ
エ
団
ピ
ッ
コ
ロ
附
属

研
究
所
『
組
曲
』
（
構
成
・
振
付
＝
松
崎
す
み
子
）
は

Ｊ
Ｓ
バ
ッ
ハ
の
曲
に
乗
せ
た
上
品
で
優
雅
な
作
品
。
淡

い
色
彩
の
衣
装
も
優
美
で
あ
る
。
最
終
景
『
ア
リ
ア
』

の
幻
想
的
で
静
寂
な
趣
が
秀
逸
で
あ
っ
た
。
★
細
川
初

枝
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
教
室
『
花
と
な
っ
た
子
牛
の
ド
ー
ニ

ャ
』
（
構
成
・
振
付
＝
細
川
初
枝
）
は
牛
乳
を
飲
む
七

人
の
幼
子
の
踊
り
に
始
ま
り
、
聖
女
の
憂
い
を
含
め
て

様
々
な
踊
り
で
戦
争
の
悲
し
み
を
描
く
。
作
者
の
優
し

さ
が
漂
う
平
和
祈
念
作
品
で
あ
っ
た
。 

　
★
寿
美
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
『
レ
・
プ
テ
ィ
ッ
ト
・
エ

ト
ワ
ー
ル
』
（
構
成
・
振
付
＝
栃
沢
寿
美
）
は
ス
タ
ジ

オ
の
ホ
ー
プ
・
浅
野
結
里
香
を
プ
リ
ン
シ
パ
ル
に
、
三

組
に
分
け
た
二
十
五
人
の
„
エ
ト
ワ
ー
ル
候
補
生
“
た

ち
が
白
い
バ
レ
エ
を
踊
る
。
花
苑
を
形
成
し
て
清
ら
か

で
あ
っ
た
。
★
マ
ヤ
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
『
バ
グ
ス
・
ラ

イ
フ
』
（
構
成
・
振
付
＝
原
島
マ
ヤ
）
は
光
の
輪
の
中

に
美
少
女
二
人
（
好
演
）
が
浮
か
び
上
が
る
場
面
で
始

ま
る
。
草
原
を
背
景
に
巣
か
ら
出
た
二
十
四
匹
の
蟻
と

ト
ン
ボ
、
チ
ョ
ウ
、
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
な
ど
が
„
昆
虫
音

頭
“
を
踊
り
、
な
ら
ず
者
や
レ
ビ
ュ
ー
ス
タ
ー
も
登
場

す
る
多
彩
な
「
マ
ヤ
昆
虫
記
」
。
楽
し
か
っ
た
。
★
井

上
美
代
子
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
『
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
・
ポ
ル
』

（
構
成
・
振
付
＝
井
上
美
代
子
）
は
マ
ー
チ
の
躍
動
感

を
爽
快
な
バ
レ
エ
に
し
た
。
踊
り
手
を
二
色
の
衣
装
に

分
け
て
『
ピ
ン
ク
と
ブ
ル
ー
』
、
「
動
と
静
」
を
融
和

さ
せ
「
春
」
を
感
じ
さ
せ
た
。 

　
★
藤
井
香
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
・
ス
タ
ジ
オ
『
こ
ど
も
の

ち
か
ら
』
（
構
成
・
振
付
＝
藤
井
香
）
は
少
女
が
背
負

う
場
面
に
始
ま
り
、
幼
子
が
お
姉
さ
ん
た
ち
が
作
っ
た

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
り
、
お
掃
除
の
お
手
伝
い
を
し
た

り
…
…
子
供
た
ち
の
持
つ
「
自
主
性
」
を
伸
び
伸
び
と

賑
や
か
に
描
く
。
„
自
然
な
ダ
ン
ス
“
と
い
う
印
象
を

受
け
た
。
★
河
上
正
子
バ
レ
エ
研
究
所
『
ク
ラ
シ
カ
ル
・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
』
（
構
成
・
振
付
＝
河
上
正
子
）
は
「
大

作
へ
の
取
り
組
み
」
を
感
じ
さ
せ
た
。
年
長
ソ
リ
ス
ト

四
人
を
は
じ
め
出
演
者
は
ま
さ
に
「
伸
び
ゆ
く
埼
玉
の

子
た
ち
」
で
あ
る
。
「
音
楽
に
合
わ
せ
る
」
「
リ
ズ
ム

に
乗
る
」
と
い
う
基
本
姿
勢
を
守
っ
て
踊
る
姿
に
感
動

し
た
。 

　
★
谷
　
乃
梨
絵
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
タ
ジ
オ
『
竹
取
幻
想
』

（
構
成
・
振
付
＝
谷
　
乃
梨
絵
）
は
『
竹
取
物
語
』
の

舞
踊
化
で
あ
る
。
九
人
の
〔
竹
の
精
〕
が
「
生
命
」
を

テ
ー
マ
に
力
強
く
踊
り
、
十
人
の
貴
人
、
八
人
の
天
上

人
も
登
場
す
る
。
緑
色
の
„
蚊
帳
紗
“
の
中
か
ら
登
場

し
た
の
は
何
と
大
小
八
人
の
か
ぐ
や
姫
（
輝
夜
姫
）
で

あ
っ
た
…
…
。
誕
生
か
ら
月
へ
の
帰
還
ま
で
を
短
編
構

成
し
た
幻
想
的
な
異
色
作
で
あ
っ
た
…
。 

 

 

◎
報
　
　
告 

第
19
回
国
民
文
化
祭
・
ふ
く
お
か
２
０
０
４ 

と
び
う
め
国
文
祭 

「
洋
舞
祭
・B

a
lle
t &
 M
o
d
e
rn
d
a
n
c
e

」 

バ
レ
エ
・
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス 

平
成
16
年
11
月
７
日 

九
州
厚
生
年
金
会
館 

„
交
流
の
舞
“
に
埼
玉

県
舞
踊
協
会
が
参
加
し

ま
し
た
。 

こ
の
報
告
記
事
は
次
号
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

 

◎
お
知
ら
せ 

平
成
17
年
度  

第
39
回
埼
玉
県
舞
踊
協
会 

総
会 

２
０
０
５
年
６
月
26
日
（
日
） 

開
催 

別
紙
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
、
ご
予
定
下
さ
い
。 

第32回ステージⅠ 

彩の国さいたま芸術劇場での競演　バレエ・モダンダンスの会 

舞踊県さいたまを目指した創造性豊かでリフレッシュな舞台空間にご期待ください。 

次代のすぐれた舞踊家育成を目指した研究発表 

参加者募集 ! !
35作品前後、3分～7分位までの作品 
会　場／彩の国さいたま芸術劇場小ホール 
月　日／平成17年10月1日（土） 
入場料／2,500円（当日売3,000円） 
お問合せ／048-882-7530（協会事務所） 

平成17年度 

伸
び
ゆ
く
埼
玉
埼
玉
の
子
供
子
供
た
ち
に
よ
る
バ
レ
エ 

   
「
彩
「
彩
の
国
・
飛
翔
」

飛
翔
」 
伸
び
ゆ
く
埼
玉
埼
玉
の
子
供
子
供
た
ち
に
よ
る
バ
レ
エ 

   
「
彩
「
彩
の
国
・
飛
翔
」

飛
翔
」 
伸
び
ゆ
く
埼
玉
の
子
供
た
ち
に
よ
る
バ
レ
エ 

   
「
彩
の
国
・
飛
翔
」 

埼玉全国舞踊コンクール 平成17年度 
第38回 

橘秋子賞 
会　場：さいたま市文化センターホール 
　　　 （JR京浜東北線、武蔵野線南浦和駅西口下車5分）048-866-3171 
日　程：平成17年7月20日（水）～26日（火） 

主催／埼玉県舞踊協会 共催／（財）さいたま市文化振興事業団 
応募範囲 全国から募集します。 

 7月 大ホール 小ホール 

20（水） ジュニア部クラシック予選 １部（成人）モダン予選 

21（木） ジュニア部クラシック予選 １部（成人）クラシック予選 

22（金） ジュニア部クラシック決選 ジュニア部モダン予選 

23（土） ２部（児童）クラシック予選 ジュニア部モダン決選 

24（日） ２部（児童）クラシック予選 ２部（児童）モダン予選 

25（月） ２部（児童）クラシック決選 ２部（児童）モダン決選 

26（火） １部（成人）クラシック決選 １部（成人）モダン決選 

 表彰式 

【問い合わせ先】 
埼玉県舞踊協会事務局  048（882）7530《月・木10：00～16：00受付》 

※その他の日時は FAX048（882）7549 にてお願いします。 

　あなたは素敵（すてき）ネと言われた
ことありますか。人生には春・夏・秋・
冬があるように思われます。 
春ののどかなときばかりではありません。
特に他人の前で自分を表現する仕事の人
は顔は名刺です。美人とかハンサムとか
言うことではなく、生き方や考え方が顔
に出てくるとも言います。当然年齢を重
ねれば、今までなかった皺や染みなども
目立ってきます。豊かな心、豊かな感性
のある人はそれが顔に出てきますから魅
力的になってきます。素敵ネと言われる
人は他人には言わないでしょうが、仕事
以外に内面を綺麗になることを忘れてい
ません。知的であること、品の良さがあ
ることがとても必要なことですから過ぎ
てゆく一日、一日の生活の時間の中で、
少しで結構ですから凡人にならないよう
感性を大切にしてください。 
　舞踊家であれば感性が豊かであること
は解るはずですから、他人が気づかない
一寸したことや機転をきかすことであな
ただけの魅力が生まれてきます。それが
お洒落をするとき他人と違っていることで、
素敵に見えてくるものです。 
　年齢は誰でも生きているかぎりとるも
のですから、自分を良く知ること、ファ
ッションを上手に取り入れること、現代

に遅れることはないようにすることが魅
力に欠けない大切さだと思います。 
　少しは不満があっても笑顔になるとき
があれば、幸せと思ってください。不満
の気持で過ごしている人は折角お洒落を
しても顔や態度に明るさが欠けておりま
すから年齢より老けて見えるし、雰囲気
が暗くなり顔に張りがなくなってきます。 
　勿論、健康も関係してきます。人間に
とってとても大切なことは健康と体力です。
どんなに良い作品を創る気持ちがあっても、
自分の身体が思うようにならなかったら
先に進めません。生きている間は踊りだ
けでなく、たまには鏡に映る自分を見つ
めてみる時間も必要です。 
　人生は良い仕事をすることも大切ですが、
人間にとして自分の毎日はどうかと言う
ことを考えるときも必要だと思います。 
年齢を重ねれば若い頃とは当然違ってく
るはずです。あなたのことを芸術的に優
れていることを知らない他人もいること
を忘れないでください。高価なものを身
につけることではなく、あなたのセンス
を磨いて今を敏感に感じとることの出来
る目と心をもつよう努力しては如何ですか。 
　いくつになっても素敵であることは生
きてる喜びにもつながってきますから・・・。 
 

年齢を重ねも素敵に !! 小沢金四郎 

企画制作に携わってみたい方 
大募集！ 

ミニパフォーマンス（仮名）の 
名称募集！ 
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伸びゆく彩の国さいたまの 
子供たちによる 

2005年3月5日・6日 
川口リリアメインホール 

第38回 
バレエ 
モダンダンス 
フェスティバル 

　現在、研究部では「ミニパフォー
マンス（仮名）の考察」を行っております。

若手舞踊家・中堅舞踊家・グループなどに、
お金をかけない発表・研究・実験の場を与え
ることを目的にした企画です。 
　研究部では、この企画・製作に携わってく
ださる方々を募集いたします。協会員の方々、
またはその生徒さんなど、この企画に興味を
持ち、何かの点で協力できると思われる方な
らどなたでも結構です。ぜひ、研究部担当者
までご一報ください。（ただし、この活動には、

日当等は出ません。全てボラン
ティアとなります。）面白いアイディア、
パフォーマンスの名称案などございましたら、
あわせてご連絡ください。 
 
連絡先／研究部担当理事　佐多達枝 
ＴＥＬ 03‐3368‐4385 
ＦＡＸ 03‐3368‐4386 
運営理事  藤井香 
ＴＥＬ・ＦＡＸ 048‐866‐7366 
E-mail : kaori-fj@isis.ocn.ne.jp


